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11 市の花（秋）コスモス／ 12ちくせい花火大会／ 13小栗内外大神宮太々神楽／ 14筑西市は常陸秋そばの一大産地。白い花が一面
に広がる／ 15最勝寺の紅葉／ 16小栗判官まつり／ 17冬の風物詩どんど焼き／ 18冬空を彩るイルミネーション／ 19母子島遊水
地から見る雪化粧した筑波山／ 20出初式の放水訓練は圧巻

01走る SL と桜／ 02桜づつみはおすすめ花見スポット／ 03市の花（春）なしのはな／ 04こだますいかの生産量は日本一／ 05市
の特産品「いちご」／ 06下館祇園まつり／ 07あけのひまわりフェスティバル／ 08市の特産品「梨」／ 09関城の祭典どすこいペ
ア／ 10下館盆踊り大会
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four seasons

秋冬夏春
筑西市の四季折々の魅力を写真で振り返ります。
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３
月

７
月
愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」

知
床
が
世
界
自
然
遺
産
登
録

４
月

12
月
し
ま
な
み
海
道
が
全
線
開
通

全
都
道
府
県
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始

２
月

７
月
第
１
回
東
京
マ
ラ
ソ
ン
開
催

石
見
銀
山
遺
跡
が
世
界
文
化
遺
産
登
録

３
月

６
月
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
（
脱
ゆ
と
り
教
育
）

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
全
線
開
通

２
月

５
月

８
月

浅
間
山
噴
火

裁
判
員
制
度
開
始

民
主
党
へ
政
権
交
代

６
月

12
月
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還

東
北
新
幹
線
全
線
開
通

３
月

７
月
東
日
本
大
震
災

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了

５
月

７
月
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

６
月

９
月
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
決
定

４
月

６
月
消
費
税
８
％
導
入

富
岡
製
糸
場
が
世
界
遺
産
登
録

９
月

９
月
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立

関
東
・
東
北
豪
雨

７
月

８
月
選
挙
権
年
齢
18
歳
引
き
下
げ
後
初
め
て
の
国
政
選
挙

祝
日
「
山
の
日
」
導
入

６
月

７
月
上
野
動
物
園
で
パ
ン
ダ
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
誕
生

横
綱
白
鵬
が
通
算
最
多
勝

７
月

10
月
平
成
30
年
７
月
豪
雨
（
西
日
本
豪
雨
）

豊
洲
市
場
が
開
場

５
月

10
月
天
皇
陛
下
御
即
位　
新
元
号
が
「
令
和
」
に

消
費
税
10
％
導
入

４
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言

２
月

７
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

４
月

10
月
成
人
年
齢
が
18
歳
に

円
安
１
ド
ル
１
５
０
円
突
破

５
月

11
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
５
類
へ

ゴ
ジ
ラ-1.0

公
開
（
市
内
で
撮
影
実
施
）

３
月

７
月
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
日
本
か
ら
２
作
品
が
受
賞

佐
渡
島
の
金
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録

４
月

８
月
新
下
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

市
内
オ
ー
ル
ロ
ケ
映
画
「
十
字
架
」
完
成

３
月

10
月
筑
西
幹
線
道
路
一
本
松
・
茂
田
線
の
一
部
開
通

つ
く
ば
方
面
広
域
連
携
バ
ス
運
行
開
始

２
月

３
月

３
月

10
月

本
庁
舎
移
転
＆
ち
っ
く
ん
ひ
ろ
ば
オ
ー
プ
ン

明
野
支
所
新
庁
舎
開
庁

東
京
都
台
東
区
と
特
定
分
野
連
携
協
定
を
締
結

大
相
撲
筑
西
場
所
（
37
年
ぶ
り
）

９
月

10
月

10
月

筑
西
市
手
話
言
語
条
例
施
行

西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
開
院

ち
く
せ
い
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言

６
月

７
月
児
童
福
祉
一
体
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

道
の
駅
「
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
」
オ
ー
プ
ン

４
月

10
月
第
２
子
以
降
保
育
料
無
料
・
誕
生
祝
金
開
始

筑
西
・
下
妻
広
域
連
携
バ
ス
運
行
開
始

12
月
筑
西
市
産
業
振
興
条
例
施
行

４
月

10
月
板
谷
波
山
生
誕
１
５
０
年
記
念
展
覧
会
開
催

ち
く
せ
い
花
火
大
会
初
開
催

３
月

５
月
下
館
北
中
学
校
閉
校

国
道
50
号
結
城
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

１
月

３
月

４
月

学
校
給
食
費
無
償
化
開
始

明
野
地
区
小
中
学
校
閉
校
・
明
野
幼
稚
園
閉
園

明
野
五
葉
学
園
開
校

東日本大震災 広報筑西ピープル平成18年10月１日号より小栗内外大神宮道の駅グランテラス筑西板谷波山生誕150年 ちっくんひろば

明野五葉学園 現在の筑西市役所本庁舎西部メディカルセンター 筑西市の歴史を日本の出来事と共に振り返ります。

Chikusei City

20年の歩み
旧筑西市役所本庁舎

３
月
筑
西
市
誕
生

※
初
代
市
長 

冨
山
省
三 

氏

８
月
筑
西
市
誕
生
１
周
年
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

公
開
放
送

１
月

６
月

10
月

岡
山
県
高
梁
市
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結

休
日
応
急
診
療
所
で
平
日
夜
間
診
療
を
開
始

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
「
の
り
愛
く
ん
」
運
行
開
始

８
月
消
防
団
女
性
分
団
発
足

４
月

４
月

12
月

は
ぐ
く
み
医
療
制
度
開
始

第
２
代
市
長 
吉
澤
範
夫 

氏
就
任

小
栗
内
外
大
神
宮
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

２
月

３
月

６
月

市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

県
内
初
と
な
る
消
防
団
機
動
部
隊
が
発
足

非
核
平
和
都
市
宣
言

３
月

９
月
東
日
本
大
震
災
発
生
（
市
内
で
震
度
６
強
を
観
測
）

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

７
月

８
月
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
の
筑
西
市
壮
行
会

市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
っ
く
ん
」
発
表

４
月

８
月
第
３
代
市
長 

須
藤
茂 

氏
就
任

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始

１
月

９
月

10
月

新
川
島
出
張
所
開
所

協
和
総
合
庁
舎
開
庁

国
道
50
号
下
館
バ
イ
パ
ス
区
間
全
線
開
通

History

筑
西
市
の
出
来
事

日
本
の
出
来
事

平成26年
（2014）

平成25年
（2013）

平成24年
（2012）

平成23年
（2011）

平成22年
（2010）

平成21年
（2009）

平成20年
（2008）

平成19年
（2007）

平成18年
（2006）

平成17年
（2005）

令和６年

（2024）
令和５年

（2023）
令和４年

（2022）
令和３年

（2021）
令和２年

（2020）
令和元年
（2019）

平成30年
（2018）

平成29年
（2017）

平成28年
（2016）

平成27年
（2015）
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Through Deta

１

２３

６

８

７

９

５

４

子育て・教育

環境・くらし

経済・財政

データで見る筑 西 市筑 西 市
市誕生 20周年を迎えた筑西市の特徴を数字で紹介します。

土地・人口

住みやすさ

世帯数

39,684世帯
総人口

男 48,453 人
97,314人

48,861 人女

令和６年 12月末現在

筑西市の面積筑西市の面積

205.3205.3㎢㎢

出生数（令和５年）

保育施設数（令和６年） 教員１人あたりの児童・生徒数（令和５年） 運動広場数（令和５年）

図書館来館者数（令和５年度）ちっくんひろば来場者数（令和５年度） しもだて美術館来館者数（令和５年度）

筑西市への愛着度（令和６年）

筑西市へのイメージランキング（令和６年）

可住地面積（令和３年）

シビックプライド（令和６年）

転入・転出（令和５年）

定住意向（令和６年）

愛着あり 意向あり
24.1%

やや意向あり
37.0%

どちらかといえば
愛着あり

やや
持っている

どちらかといえば
愛着なし 8.1%

どちらかといえば
意向なし 10.4%

愛着なし 4.6% 持っている 11.8%持っていない 6.9% 意向なし 4.6%

あまり
持っていない 11.6%

どちらとも
言えない

どちらとも
言えない

どちらとも
言えない

23.9

20.4%

43.0%

36.6%
23.9%

33.1%

筑西市をおすすめしたい人が思う「筑西市の魅力」

人が住むことが
できる面積

可住地面積……県内市町村

県と市の出生率推移

193.43㎢

転入：１日あたり

転出：１日あたり

492人

自然に恵まれている・緑豊か① 災害が少ない② 買い物に便利・新鮮な物がある③

施 設 数 26施設 19.34施設

262,870人 8,887人18,218人

２位
9.3人
9.2人

11.39人

11.89人

市民 10 万人あたり小学校

中学校 県内市町村 15 位

県平均
13.57 人

県平均
12.07 人

令
和
３

令
和
３

令
和
４

令
和
４

令
和
５

令
和
５

18,218
２万

１万

３万

5千

２万

１万

0 0年
度

6,045

10,375
来
館
者
数

令
和
３

令
和
４

令
和
５

262,870
30万

20万

10万

0 年
度

153,557
249,030

一般診療所数（令和３年）

市町村総生産（令和３年度）

4,642億5,500万円
県内市町村９位

製造品出荷額等（令和３年）

5,428 億 2,200 万円
※従業者４人以上の事業所

県内市町村７位

固定資産税（令和４年度）

市民 1 人あたり 74,240 円
県内市町村 14位

商品販売額（令和２年）

1,875 億 9,100 万円
県内市町村９位

自動車保有率（令和６年）

全 国

１位
１ 世 帯 あ た り

市民１人あたり

1.7台
0.7台

ごみ収集量（令和３年度）

市民 1 人１日あたり 793g
県内市町村 41位

79.1施設
県内市町村

３位

医師数（令和４年）

県民 10 万人あたり

市民 10 万人あたり 146.3人
201.9人

救急出動（令和５年）

6,387回
１日あたり 17.5 件

利用定員数 3,172人

市民所得（令和３年度）

年
度

8,887

31,108

12,784

来
館
者
数

県内市町村

１位

農業産出額（令和４年）

小 麦

そ ば
すいか

計 14 億 1,000 万円

火災出火数（令和４年）

来
場
者
数

出
生
率

年
平成 17

5％

9％

県
市

平成 27 令和５

（県平均：907g）

市民 1 人あたり 330 万円
県内市町村 21位

県民 10 万人あたり

市民 10 万人あたり 37件
37件

（県平均：1 日あたり 403.3 件）

市民 10 万人あたり
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筑西市へ みなさん      からの おめでとう

筑西市へ みなさん      からの おめでとう

島
し ま だ

田  明
あ ゆ み

有美 さん（有田出身）

小学５年生になって、大村小
学校がなくなって明野五葉学
園になりました。新しい友達
もたくさんできました。いつ
までも友達と仲良く遊べる筑
西市になってほしいです。

誕生20周年、おめでとうございます！
この節目の年にこれまで築いてきた素
晴らしい歴史と、地域の皆様の温かい
絆を心から祝福いたします。未来に向
けてますます発展し、共に素晴らしい
歩みを続けていきましょう！

20 年と聞いて、もうそん
なに経ったのかと驚きま
した。20 年前にはなかっ
た道の駅、花火大会など、
ゆっくりだけど素敵なまち
になってきていると思いま
す。伝統や自然を残しつつ、
暮らしやすい市であると良
いなと思います。

筑西の魅力発見　市民記者

Congratulations

大人になってからバレエを
習い始めて丁度 20 年。子
どもたちのように脚を高く
上げることも素早く回るこ
ともできません。それでも
少しずつできることが増え
ていき、仲間と一緒に踊る
楽しさを味わっています。
これからも筑西市に住みな
がら、生きがいとやりがい
を見つけていきたいです。

筑西市誕生 20 周年おめでとうございま
す。この 20 年間さまざまなイベントに
参加させていただき、地元の魅力をさ
らに感じることができました。今後は
地域の特産品のブランド化をさらに目
指し「食大国筑西市」を目指します。

私自身も今年 20 歳になっ
たので筑西市と同い年で
す！これからも筑西市と
ともに歳を重ねていけた
らなと思っています。筑
西市誕生 20 周年おめでと
うございます！

筑西市は、子ども・子育て支援に
力を入れていると聞き、妻の地元
である筑西市に移住してきまし
た。これからも少子化に歯止めを
かける市、筑西市として、全国的
に有名になって欲しいです！！　

小学校と中学校は市内の学校に通
い、たくさんの友達ができました。
特に中学校では部活動に励み、県
大会出場を果たすことができまし
た。その時の部活の仲間は今でも
大好きで大切な親友です。私の青
春時代の思い出が詰まった筑西
市。大好きな地元です！植

う え き

木  寅
と ら じ ろ う

治郎 さん（関本）

篠
しのざき

崎  夏
か ほ

帆 さん（海老ヶ島）

古
ふ る い

井  珠
た ま の

野 さん（下川島）

関
せきぐち

口　実
みのる

 さん（下野殿）

座
ざ ま み

間味　結
ゆい

 さん（小栗）

大
お お ど ま り

泊  知
と も こ

子 さん（黒子）

木
き む ら

村  貴
たかひろ

大 さん（玉戸）

小
お じ ま

島  正
ま さ み

美 さん（柳）

笠
かさくら

倉　勉
つとむ

 さん（本城町）

野
の で ら

寺  結
ゆ の

乃 さん（関本中）

筑
西
ふ
る
さ
と
大
使

蛇
み

んなできずく 20 年。
筑西市誕生 20 周年
おめでとうございます。

筑 西 市 誕 生 20 周 年、
心からお祝い申し上げ
ます。ご当地ソング「筑
西小唄」のように、地
域の魅力があふれる明
るいまちが続くことを
祈っています。これか
らも引き続き、一緒に
市を盛り上げていきま
しょう！

私は自然がいっぱいの筑西市が大好き！
里山でカブトムシや、ザリガニをとった
り、ターザンロープで遊んだり。木もれ
日と柔らかな風に包まれて、ハンモック
でゆらゆらするのは最高！そんな里山が
もっと増えるといいな。　

筑西市 20 周年おめでとうございます。
旧明野町で生まれ育ち、現在も夫、子ど
も 2 人、私の両親と二世帯で暮らしてい
ます。「温故知新」歴史の教訓や文化を守
りつつ、子ども達の世代へ繋

つな
げていきま

しょう。筑西市の未来に幸多かれ！

市
いちむら

村　愛
あい

 さんとご家族（倉持）

筑西市誕生 20 周年おめ
でとうございます。結婚
を機に筑西市に移住して
同じく 20 年を迎えまし
た。これから 20 年もそ
の先も、生き生きと健や
かに楽しく暮らしていき
たいです。

古
ふるはし

橋  富
と み お

夫さん・三
み え

枝 さん（本城町）

ちくせいシティプロモーション

プロジェクト会議会長

©YETI VACATIONS

お年寄りや子育て中の家
族、障害のある人に配慮し
たバリアフリーな公共の場
所や、人々が安心して通れ
るように信号機や街灯をつ
けたり、他の市や県からも
安心して来れる筑西市に
なって欲しいです！

並
な み き

木  勝
かつとし

利 さん（女方）
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友
好
都
市

連
携
都
市

石
い し だ

田  芳
よ し お

生 市長

ベンガラ色の町並みが印象的な成
なりわちょう
羽町吹

ふき や
屋地区。

「ジャパンレッド発祥の地」として日本遺産に認
定されています。

総人口：26,027 人
世帯数：13,144 世帯
（令和６年 12月末現在）

総人口：216,084 人
世帯数：137,054 世帯
（令和６年 12月末現在）

毎年約 100 万人の観客を楽しませ
る隅田川花火大会や、国内外問わず
人気スポットである浅草寺。

服
はっとり

部  征
ゆ く お

夫 区長

　

筑
西
市
誕
生
20
周
年
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
下
館
城

主
と
し
て
御
地
を
治
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
水み

ず
の
や谷
勝か

つ
た
か隆
公
が
、
寛
永
16

年
に
私
ど
も
の
備
中
国
に
国
替
え

と
な
り
、
本
市
の
城
下
町
の
礎
が

築
か
れ
ま
し
た
。
城
主
を
同
じ
く

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
今
日

の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ご
縁
を
も
と
に
、
昭
和
54
年
、

旧
下
館
市
と
旧
高
梁
市
が
友
好
都

市
縁
組
を
締
結
、
そ
し
て
平
成
の

大
合
併
を
経
て
改
め
て
締
結
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
青
年
団
、
消
防
団
、

子
ど
も
親
善
大
使
、
職
員
派
遣
交

流
な
ど
、
官
民
を
問
わ
ず
多
岐
に

わ
た
る
交
流
を
46
年
間
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
の
際
は
、
高
梁
市
で
浸
水
や
土

砂
災
害
な
ど
市
民
生
活
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
が
、
筑
西
市
や

筑
西
市
広
域
消
防
本
部
の
み
な
さ

　

こ
の
た
び
、
筑
西
市
誕
生
20
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

筑
西
市
と
台
東
区
の
交
流
は
、

蔵
前
小
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

会
の
交
流
か
ら
始
ま
り
、
平
成
29

年
に
は
「
連
携
協
定
」、
令
和
３

年
に
は
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

浅
草
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ

台
東
」
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
お
い
て
、
筑
西
市
の
ＰＲ
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
小
学
生

に
は
毎
年
秋
に
旬
の
梨
を
ご
提
供

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
鮮
で
美

味
し
い
農
産
物
を
中
心
と
し
た
産

業
交
流
は
、
区
民
が
筑
西
市
を
身

近
に
感
じ
る
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
筑
西
市
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
の
中
で
相
互
理
解
を
深

め
、
絆き

ず
な

を
更
に
強
固
に
し
て
い
き

message

友好都市・連携都市からの

岡
山
県
高た
か
は
し梁

市

東
京
都
台た
い
と
う東

区

ま
が
給
水
活
動
に
い
ち
早
く
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
市
民
に
献
身

的
に
接
し
て
く
だ
さ
る
姿
に
多
く

の
市
民
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
交
流
を
通
じ
て
絆き

ず
な

を
よ
り
深

め
、
両
市
が
益
々
発
展
す
る
こ
と

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
20
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
筑
西
市
の
益
々
の
ご
発
展
と
市

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

メッセージ

高梁市のわがまち自慢

台東区のわがまち自慢

誇
れ
る
歴
史
と
文
化
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
平
成
17
年
に
下
館
市
、
関
城
町
、
明
野
町
、

協
和
町
の
１
市
３
町
が
合
併
し
、
筑
西
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
み
の
な
か
で
一
体
感
も
深
ま
り
、
こ
の
た

び
20
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
平
坦
で
住
み
や
す
い
環
境
の
な

か
で
、
先
人
の
弛
ま
ぬ
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
努

力
に
よ
り
、
農
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
発
展
を
遂
げ
、
医
療
体
制
を
整
備
し
、

子
育
て
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

下
館
駅
は
、
JR
水
戸
線
、
関
東
鉄
道
常
総
線
、

真
岡
鐵
道
真
岡
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て

の
要
衝
と
な
り
、
こ
れ
に
大
動
脈
で
あ
る
国

道
な
ど
の
道
路
網
が
加
わ
る
こ
と
で
、
市
民

の
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
豊
か
な
暮
ら
し
を

も
た
ら
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の

流
れ
を
止
め
ず
持
続
的
に
発
展
可
能
な
基
盤

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
の
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

特
有
の
歴
史
、
文
化
、
慣
習
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た

財
産
が
ど
の
よ
う
に
引
き
つ
が
れ
て
き
た
の

か
を
知
る
こ
と
で
、
改
め
て
自
信
と
誇
り
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
郷
土
へ
の
愛
着
に
つ
な

が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、
誕
生
20
周
年
に
合
わ
せ
、
本
市

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
し
あ
わ
せ
を

お
す
そ
わ
け
す
る
ま
ち　
筑
西
市
」
は
、
本

市
に
昔
か
ら
あ
っ
た
、
お
す
そ
わ
け
文
化
、

思
い
や
り
の
心
、
支
え
合
う
気
持
ち
を
こ
の

ま
ち
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

本
市
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
し
あ
わ
せ
を　

お
す
そ
わ
け
す
る
ま
ち
」
を
創
り
上
げ
て
い

く
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
「
住
ん
で
最
高
、
筑
西
。」
を
推

進
す
る
た
め
、
未
来
に
向
け
て
、
と
も
に
歩

み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

筑
西
市
長

ここに住むと、あたたかくなれる。
ここに暮らすと、優しくなれる。
ここに生きると、笑顔になれる。

筑西市ブランドメッセージ

自然と文化と歴史の恵みにあふれるこのまちで、
うれしいことはみんなで分け合って、

困難なことはみんなで力を合わせて乗り越えていく。
その先には、きっとしあわせな未来が待っている。
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広
報

筑
西

 ピ
ー

プ
ル

令
和

７
年

２
月

２
日

発
行
／
筑 ち
く
せ
い
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
田
中
町
丙
3 60
番
地

℡
０
２
９
６
-２
４
-２
１
１
１
（
代
表
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

https://w
w

w
.city.chikusei.lg.jp

筑
西
市
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

筑西市は、令和７年３月28日に

誕生20周年を迎えます。

“ しあわせ ”“ しあわせ ” をおすそわけしながら、未来に向けてをおすそわけしながら、未来に向けて

みなさんとともに歩み続けます。

これまでも  これからも　これまでも  これからも　
ありがとうありがとう筑西市筑西市
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